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平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

第
三
千
八
百
八
十
号

増

刊

①

　
　
　
　

告
　
　
　
示

○
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
委
員
の
数
の
一
部
改
正

�

（
医
療
保
険
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
短
期
資
金
貸
付
規
程
を
廃
止
す
る
告
示

�

（
児
童
家
庭
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
の
財
務
担
当
者
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

�
（
会
計
管
理
局
会
計
課
）
…
…
…
…
…
二

　
　
　
　

訓
　
　
　
令

○
福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�
（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
産
炭
地
振
興
対
策
推
進
連
絡
会
議
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

�

（
広
域
地
域
振
興
課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
母
子
父
子
福
祉
協
力
員
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令�

（
児
童
家
庭
課
）
…
…
…
…
…
四

　
　
　
　

教
育
委
員
会

○
福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
…
四

○
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る�

訓
令�

（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
…
五

○
福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
…
五

○
福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
…
六

○
福
岡
県
教
育
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令�

（
教
育
庁
総
務
課
）
…
…
…
…
…
六

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

�

（
市
町
村
支
援
課
）
…
…
…
…
…
七

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
氏
名
等
の
掲
示
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告�

示�

（
市
町
村
支
援
課
）
…
…
…
…
…
七

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
福
岡
県
の
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
）
…
…
…
…
…
七

○
福
岡
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
）
…
…
…
…
…
八

○
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
八

○
福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
九

○
福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
十
一

○
公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
を
受
け
て
い
る
町
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め�

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
十
三

○
福
岡
県
職
員
の
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規�

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
十
三

○
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改�

正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
十
四

○
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二
条�

の
給
料
の
調
整
額
の
経
過
措
置
を
定
め
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
十

○
平
成
二
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
医
療
職
給
料
表
㈡
の
経�

過
的
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
一

○
福
岡
県
の
職
員
の
給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規�

則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
一

○
福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
二
二

目
　
　
　
次
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�

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
五
十
人
」
を
「
五
十
一
人
」
に
改
め
る
。

　
福
岡
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号

　

福
岡
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
短
期
資
金
貸
付
規
程
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
短
期
資
金
貸
付
規
程
を
廃
止
す
る
告
示

　

福
岡
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
短
期
資
金
貸
付
規
程
（
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
福
岡
県
告
示
第

九
百
九
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

　

福
岡
県
の
財
務
担
当
所
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
の
財
務
担
当
所
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

福
岡
県
の
財
務
担
当
所
及
び
取
引
店
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
三
十
九
年
四
月
福
岡
県
告
示
第

二
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

○
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
三
二

○
福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
三
六

○
福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改�

正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
三
六

○
福
岡
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改�

正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
三
六

○
福
岡
県
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�
（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
三
九

○
福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す�

る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
四
八

○
福
岡
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を�

改
正
す
る
規
則�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
四
八

○
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
福
岡
県
職
員
の
処
遇
等
に
関�

す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
四
八

○
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
）
…
…
…
…
…
四
八

○
福
岡
県
人
事
委
員
会
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関�

す
る
職
員
対
応
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
）
…
…
…
…
…
五
十

　
　
　
　

収
用
委
員
会

○
福
岡
県
収
用
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令�

（
用　

地　

課
）
…
…
…
…
…
五
十

　
福
岡
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

　

福
岡
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
委
員
の
数
（
昭
和
五
十
一
年
六
月
福
岡
県
告
示
第

千
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

告
　
　
　
示

筑
紫
県
税
事
務
所

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

障
害
者
更
生
相
談
所

福
岡
児
童
相
談
所

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

那
珂
県
土
整
備
事
務
所

流
域
下
水
道
事
務
所

 

春
日
高
等
学
校

春
日
警
察
署

〃
　

春
日
原
支
店

筑
紫
県
税
事
務
所

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所



第３８８０号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年３月 31 日　金曜日3

改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

三　

採
用
候
補
者
名
簿
が
な
い
場
合
又
は
当
該
名
簿
に
お
い
て
当
該
職
を
志
望
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
　

者
の
数
が
採
用
す
べ
き
者
の
数
よ
り
も
少
な
い
場
合

　

第
十
二
条
第
二
項
中
「
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
」
を
「
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六�

十
八
号
）
」
に
改
め
る
。

　

別
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

　

同
表
備
考
三
の
１
中
「
子
及
び
配
偶
者
の
父
母
」
を
「
子
、
配
偶
者
の
父
母
、
祖
父
母
、
孫
及
び
兄

弟
姉
妹
」
に
改
め
、
同
表
備
考
三
の
２
中
「
祖
父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
」
を
削
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
訓
令
第
一
号

�

本　
　

庁　
　

�

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
七
月
福
岡
県
訓
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

訓
　
　
　
令

障
が
い
者
更
生
相
談
所

福
岡
児
童
相
談
所

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

那
珂
県
土
整
備
事
務
所

流
域
下
水
道
事
務
所

 

春
日
高
等
学
校

春
日
警
察
署

〃
　

春
日
原
支
店

消
防
学
校

光
陵
高
等
学
校

水
産
高
等
学
校

〃
　

福
間
支
店

光
陵
高
等
学
校

水
産
高
等
学
校

〃
　

福
間
支
店

北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

嘉
麻
警
察
署

〃
　

大
隈
支
店

消
防
学
校

北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

嘉
麻
警
察
署

〃
　

大
隅
支
店

妊
娠
中
、
又
は
分
べ
ん
後
一
年
以
内

の
女
性
職
員
が
妊
娠
に
起
因
す
る
障

害
の
た
め
勤
務
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
場
合

妊
娠
中
、
又
は
分
べ
ん
後
一
年
以
内

の
女
性
職
員
が
妊
娠
に
起
因
す
る
障

が
い
の
た
め
勤
務
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
場
合

介護休暇
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る

た
め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

要
介
護
者
の
各
々
が
介
護
を
必
要
と
す

る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続

す
る
三
月
の
期
間
内
に
お
い
て
必
要
と

認
め
ら
れ
る
期
間

介護休暇
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る

た
め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

要
介
護
者
の
各
々
が
介
護
を
必
要
と
す

る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
三
回

を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て
三
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間

介護時間
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る

た
め
、
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部

に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

要
介
護
者
の
各
々
が
介
護
を
必
要
と
す

る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続

す
る
六
月
の
期
間
内
に
お
い
て
、
一
日

二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と

認
め
ら
れ
る
時
間
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附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福 
岡 
県 

訓 

令 

第 

二 

号

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号

�

本　
　

庁　
　

　

福
岡
県
産
炭
地
振
興
対
策
推
進
連
絡
会
議
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

�

福 

岡 

県 

教 

育 

委 

員 

会　
　

　
　
　

�

福
岡
県
産
炭
地
振
興
対
策
推
進
連
絡
会
議
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
産
炭
地
振
興
対
策
推
進
連
絡
会
議
規
程
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
福 

岡 

県 

訓 

令 

第 

六 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第

　
　
　

号

　
　

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
中
「
新
社
会
推
進
部
長
」
を
「
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
長
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
中
「
新
社
会
推
進
部
」
を
「
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
訓
令
第
三
号

�

福　

祉　

労　

働　

部　
　

�

福
祉
労
働
部
関
係
出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
母
子
父
子
福
祉
協
力
員
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

 

福
岡
県
母
子
父
子
福
祉
協
力
員
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

　

 

福
岡
県
母
子
父
子
福
祉
協
力
員
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
一
月
福
岡
県
訓
令
第
一
号
）
は
、
廃
止
す

る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

�

本　
　

庁　
　

�

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　

　
　
　

 

福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

教
育
委
員
会

介護休暇

職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た

め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

要
介
護
者
の
各
々
が
介
護
を
必

要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態

ご
と
に
、
連
続
す
る
三
月
の
期

間
内
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら

れ
る
期
間

妊
娠
中
、
又
は
分
べ
ん
後
一
年
以
内

の
女
性
職
員
が
妊
娠
に
起
因
す
る
障

害
の
た
め
勤
務
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
場
合

十
四
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要

と
認
め
ら
れ
る
期
間

妊
娠
中
、
又
は
分
べ
ん
後
一
年
以
内

の
女
性
職
員
が
妊
娠
に
起
因
す
る
障

が
い
の
た
め
勤
務
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
場
合

十
四
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要

と
認
め
ら
れ
る
期
間

暇

職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た

め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
要
介
護
者
の
各
々
が
介
護
を
必

要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
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第
七
条
第
二
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
、
「
第
十
五
号
、
第
十
六
号
及
び
第
十
九
号
か
ら

第
二
十
六
号
ま
で
」
を
「
第
十
六
号
、
第
十
七
号
及
び
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
」
に
、
「
第

十
五
号
及
び
第
十
六
号
中
」
を
「
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
中
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
号

か
ら
第
十
八
号
ま
で
及
び
第
二
十
七
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
及
び
第
二
十
八
号
」
に
改

め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号

�

本　
　

庁　
　

�

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

城　

戸　

秀　

明　
　

　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
六
年
四
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
一
第
四
項
中
「
「
労
基
法
」
、
」
の
下
に
「
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六�

十
一
号
）
を
「
地
公
法
」
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
を
「
教
特
法
」
、

」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
及
び
兼
務
」
を
削
り
、
「
兼
職
」
の
下
に
「
（
地
公
法
第
三
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
中
「
及
び
兼
務
（
地
方
公
務
員
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り�

、
「
兼
職
」
の
下
に
「
（
前
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十�

三
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、

同
表
備
考
第
三
号
の
１
中
「
及
び
配
偶
者
の
父
母
」
を
「
、
配
偶
者
の
父
母
、
祖
父
母
、
孫
及
び
兄
弟

姉
妹
」
に
改
め
、
同
号
の
２
中
「
祖
父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号

�

本　
　

庁　
　

�

出
先
機
関　
　

　

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

城　

戸　
　

秀　

明　
　

　
　
　

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
八
月
福
岡
県
教
育
委
員

会
教
育
長
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
第
一
項
第
六
号
中
「
兼
職
及
び
兼
務
（
地
方
公
務
員
法
」
を
「
兼
職
（
前
号
及
び
地
方
公
務

員
法
」
に
改
め
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六�　

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

所
属
職
員
の
教
育
に
関
す
る
兼
職
等
を
承
認
す
る
こ
と
。

介護休

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

ご
と
に
、
三
回
を
超
え
ず
、
か

つ
、
通
算
し
て
三
月
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間

介護時間

職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た

め
、
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ

き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

要
介
護
者
の
各
々
が
介
護
を
必

要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態

ご
と
に
、
連
続
す
る
六
月
の
期

間
内
に
お
い
て
、
一
日
二
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と

認
め
ら
れ
る
時
間

　

８�　

地
公
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
の
営
利
企
業
へ
の
従

事
等
に
つ
い
て
許
可
す
る
こ
と
（
教
育
長
が
別
に
定
め
る
軽
易
な
も
の
に
限
る
。
）

　

９�　

教
特
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
の
教
育
に
関
す
る
兼
職

等
を
承
認
す
る
こ
と
。

課
長

課
長
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づ
き
、
所
属
職
員
の
営
利
企
業
へ
の
従
事
等
に
つ
い
て
許
可
す
る
こ
と
（
教
育
長
が
別
に
定
め
る

軽
易
な
も
の
に
限
る
。
）
。

　

別
表
十
四
教
育
事
務
所
長
の
項
第
二
項
第
二
号
中
「
特
二
級
以
下
、
」
を
「
特
二
級
以
下
又
は
」
に

改
め
、
「
又
は
医
療
職
㈡
四
級
以
下
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
三
号

�

本　
　

庁　
　

�

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

城　

戸　

秀　

明　
　

　
　
　

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
教
育
庁
事
務
分
掌
規
程
（
平
成
十
年
三
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
条
第
二
号
ニ
中
「
市
町
村
立
学
校
」
を
「
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
町
村

立
学
校
」
に
改
め
、
同
中
「
中
学
校
」
の
下
に
「
、
義
務
教
育
学
校
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
四
号

�

本　
　

庁　
　

�

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

城　

戸　

秀　

明　
　

　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

　

別
表
二
第
三
項
第
五
号
中
「
第
四
十
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
十
三
条

及
び
第
四
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
」
に
、
同
項
第
七
号
中
「
第
二
十
九
条
第
二

項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
第
四
項
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
中
「
延
長
」
の
下
に
「

（
再
度
の
延
長
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
第
五
項
第
三
号
中
「
許
可
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
課
長
又

は
出
先
機
関
の
長
に
専
決
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
及
び
兼
務
」
を
削

り
、
「
兼
職
」
の
下
に
「
（
地
公
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、

第
十
項
第
三
号
中
「
、
医
療
職
㈠
四
級
又
は
医
療
職
㈡
七
級
以
上
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
又
は

医
療
職
㈠
三
級
若
し
く
は
医
療
職
㈡
六
級
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
又
は
医
療
職
㈠
二
級
以
下
若

し
く
は
医
療
職
㈡
五
級
以
下
」
を
削
る
。

　

別
表
八
第
三
項
第
八
号
中
「
市
」
の
下
に
「
（
指
定
都
市
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
第
四
項
第
二
十

号
及
び
第
二
十
一
号
中
「
延
長
」
の
下
に
「
（
再
度
の
延
長
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
第
五
項
第
二
号

中
「
許
可
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
県
立
学
校
長
に
専
決
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項

第
三
号
中
「
及
び
兼
務
」
を
削
り
、
「
兼
職
」
の
下
に
「
（
前
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
、
同
項
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

別
表
八
第
九
項
第
二
号
中
「
公
立
の
」
を
「
県
又
は
市
（
指
定
都
市
を
除
く
。
次
号
及
び
第
四
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
町
村
の
設
置
す
る
」
に
改
め
、
「
若
し
く
は
」
を
削
り
、
「
中
学
校
」
の
下
に
「
（

義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。
）
、
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

別
表
八
第
十
三
項
第
三
号
中
「
、
医
療
職
㈡
五
級
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
、
医
療
職
㈡
四
級

以
下
」
を
削
る
。

　

別
表
十
四
各
出
先
機
関
の
長
の
項
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

一　

所
属
職
員
の
人
事
、
服
務
等
に
関
す
る
事
務

　

１�　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

　

３�　

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
県
立
学
校
長
の
教
育
に
関
す
る
兼
職
等
を
承
認
す
る
こ
と
。

教
育
長

　

10�　

学
校
教
育
法
第
四
条
第
四
項
及
び
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四

号
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
都
市
の
設
置
す
る
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
学
級
の
編

制
及
び
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

課
長
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別
記
第
二
号
様
式
備
考
四
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、
「
と
き
は
、
当
該
裁

判
官
に
関
す
る
部
分
は
こ
れ
を
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
を
「
場
合
に
は
、
直
ち
に
、
当
該
裁
判

官
の
掲
示
事
項
を
消
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

五　

令
第
二
十
条
第
二
項
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
、
当
該
裁
判
官
の
氏
名
を
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

��　

福
岡
県
の
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
元
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
二
項
中
「
対
象
と
な
る
職
」
を
「
採
用
試
験
の
対
象
と
な
る
職
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
の
見
出
し
を
「
採
用
選
考
を
行
う
職
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
の
三
第
一
号
及
び
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
警
部
以
下
の
警
察
官
の
職
」
を
「
警
察
官
の
警
部
以
下
の
職
」
に

改
め
る
。

　

第
四
十
条
中
「
第
三
十
八
条
の
二
」
を
「
第
三
十
八
条
の
三
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
（
平
成
十
五
年
三
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
三

号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
九
号

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

　
　
　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
事
務
取
扱
規
程
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五�

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
、
「
自
治
省
令
」
を
「
総
務
省
令
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

　

第
五
号
様
式
注
の
一
中
「　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
号

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
氏
名
等
の
掲
示
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

　
　
　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
氏
名
等
の
掲
示
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
氏
名
等
の
掲
示
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
三
年
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

規
程
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
一
号
様
式
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

人
事
委
員
会

福
岡
県
職
員

採
用
Ⅰ
類
試

験

一�　

行
政
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
学

校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に

規
定
す
る
大
学
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。
）
卒
業

程
度
の
知
識
、
技
術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る

職　
二�　

医
療
職
給
料
表
㈡
の
職
務
の
級
二
級
の
職

三�　

研
究
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
大

第
10
条
第
２
項

第
９
条
第
２
項
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職
」
の
下
に
「
、
診
療
放
射
線
技
師
の
職
、
臨
床
検
査
技
師
の
職
、
理
学
療
法
士
の
職
、
作
業
療
法
士

の
職
、
言
語
聴
覚
士
の
職
、
歯
科
衛
生
士
の
職
、
歯
科
技
工
士
の
職
、
保
健
師
の
職
、
助
産
師
の
職
」

を
加
え
、
同
号
中
「
、
航
空
従
事
者
の
職
」
を
削
り
、
同
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し

、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

四　

獣
医
師
の
職

　

五　

航
空
従
事
者
の
職

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
四
の
改
正
規
定
は
平

成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
十
七
条
の
三
及
び
第
十
九
条
の
改
正
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十�

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
第
十
条
の
二
第
四
号
」
を
「
第
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
」
に
、
「
特
定
地
方

公
社
等
職
員
」
を
「
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

同
表
の
備
考
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
第
二
号

と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

　

別
表
第
四
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
中
「
保
健
師
の
職
、
助
産
師
の
職
、
」
を
削
り
、
同
号
を
第

二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
同
表
第
七
号
中
「
少
年
補
導
職
員
の

　

�

学
卒
業
程
度
の
知
識
、
技
術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要

と
す
る
職

福
岡
県
職
員

採
用
Ⅰ
類
試

験

一�　

行
政
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
学

校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に

規
定
す
る
大
学
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。
）
卒
業

程
度
の
知
識
、
技
術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る

職
二�　

研
究
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
大

学
卒
業
程
度
の
知
識
、
技
術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要

と
す
る
職

福
岡
県
職
員

採
用
Ⅱ
類
試

験

一�　

行
政
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
短
期
大
学
（
以
下
「
短
期
大

学
」
と
い
う
。
）
又
は
高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
高

等
専
門
学
校
」
と
い
う
。
）
卒
業
程
度
の
知
識
、
技

術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
職

二�　

医
療
職
給
料
表
㈡
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
卒
業
程
度
の
知
識
、

技
術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
職

三�　

研
究
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
短

期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
卒
業
程
度
の
知
識
、
技

術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
職

福
岡
県
職
員

採
用
Ⅱ
類
試

験

一�　

行
政
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
短
期
大
学
（
以
下
「
短
期
大

学
」
と
い
う
。
）
又
は
高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
高

等
専
門
学
校
」
と
い
う
。
）
卒
業
程
度
の
知
識
、
技

術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
職

二�　

研
究
職
給
料
表
の
職
務
の
級
一
級
の
職
の
う
ち
短

期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
卒
業
程
度
の
知
識
、
技

術
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
職
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七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号

に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
配
偶
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
。

　

第
一
条
の
四
中
「
第
三
条
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
第
二
条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
二
条
の
三
第
三
号
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
中
「
第
十
一
条
第
五
号
」
を
「
第
十
一
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

を

　
　

に
改
め
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「　
　

」
の
次
に
「　

」
を
加
え
、
同
紙
の
記
入
上
の
注
意
の
２
中
「　

　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
同
紙
の
記
入
上
の
注
意
の
５
中
「

　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
知
事
部
局
の
項
中
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
人
事
又
は
服
務
担
当
の
企
画
主
幹
又
は
企
画
主

査
」
を
削
る
。

　

別
表
第
二
児
童
相
談
所
の
項
中
「
副
所
長
」
を
「
副
所
長　

児
童
福
祉
法
務
専
門
監
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
中

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
三
の
見
出
し
中
「
第
二
条
の
二
第
三
号
ロ
」
を
「
第
二
条
の
三
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同

条
中
「
第
二
条
の
二
第
三
号
ロ
」
を
「
第
二
条
の
三
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
親
で
あ

る
配
偶
者
」
を
「
親
（
当
該
子
に
つ
い
て
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請

求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
当
該
子
を
現
に
監

護
す
る
も
の
又
は
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号

の
規
定
に
よ
り
当
該
子
を
委
託
さ
れ
て
い
る
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で�

あ
る
者
若
し
く
は
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
で
あ
る
者
（
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
二
十�

障
害
者
更
生
相
談
所

所
長　

知
的
障
害
者
支
援
課
長

障
が
い
者
更
生
相
談
所

所
長　

知
的
障
が
い
者
支
援
課
長

「
第
３
条
第
４
号
又
は
第
11
条
第
５
号
」

「
第
３
条
第
５
号
又
は
第
11
条
第
６

号
」

続
柄

第
３
号

号
第
２
条
の
３
第
２
号

第
２
条
の
３
第
３
号

第
２
条
の
２
第
２

等
第
２
条
の
２
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様式３号（第４条、第８条、第 条関係）

養 育 状 況 変 更 届 

（任命権者） 年 月 日届出 

殿 

所属  

職名  

氏名 印 

育 児 休 業 
次のとおり育児短時間勤務に係る子の養育の状況について変更が生じたので届け出ます。 

部 分 休 業 
 
 
□ 育児休業等に係る子を養育しなくなった。 

 
□ 同居しなくなった。 □ 負傷・疾病 □ 託児できるようになった。 
□ その他（ ） 

 
□ 育児休業等に係る子が死亡した。 

 
□ 育児休業等に係る子と離縁した。 
 
□ 育児休業等に係る子との養子縁組が取り消された。 

 
□ 育児休業等に係る子との親族関係が特別養子縁組により終了した。 
 
□ 育児休業等に係る子についての民法第 817 条の２第１項の規定による請求に係る家事審判事件
が終了した。 

 
□ 育児休業等に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福祉法第 27条第１項第３号の規定によ
る措置が解除された。 

 
□ その他（ ） 

 
 
発生日 

年 月 日 
 
（注） 該当する□にはレ印を記入すること。 
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様
式
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「　
　

」
の
次
に
「　

」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
三
第
二
号
ロ
の
改

正
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
条
の
三
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一

項
中
「
条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
の
」
の
下
に
「
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
て
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
、
「
請
求
」
を
「
当
該
請
求
」
に

改
め
、
同
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

�　

条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
の
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
四
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育

里
親
で
あ
る
職
員
（
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る

た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
当
該

児
童
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
に
限
る
。
）
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
当
該
児
童
と
す
る
。

　

第
十
条
の
四
第
一
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。　

　

四�　

当
該
請
求
に
係
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
が
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律

第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了

し
た
こ
と
（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の
審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
養
子
縁
組
が
成

立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
当
該
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
で
な
く
な
っ
た
場
合

　

第
十
条
の
四
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

五�　

第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
条
例
第
九
条

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

　

第
十
条
の
四
第
四
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
の
五
第
一
項
中
「
期
間
と
」
の
下
に
「
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
期
間
と
」

を
加
え
る
。

　

第
十
条
の
六
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

四�　

当
該
請
求
に
係
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
が
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
こ
と
（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の

審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
第
二
十
七

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
特
別
養
子
縁
組
の
成
立

前
の
監
護
対
象
者
等
で
な
く
な
っ
た
場
合

　

五�　

第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
条

例
第
九
条
の
三
第
二
項
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
職
員
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

　

第
十
条
の
七
本
文
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

�　

第
十
条
の
三
か
ら
前
条
ま
で
（
第
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号

及
び
第
四
号
並
び
に
前
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く

。
）
の
規
定
は
、
条
例
第
九
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
子
」
と
あ
る
の
は

「
要
介
護
者
」
と
、
「
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な

く
な
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
」
と

、
「
第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

場
合
」
と
、
第
十
条
の
五
第
二
項
中
「
、
条
例
第
九
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「

、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
第
九
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
妨
げ
る
場
合
の
有
無
又
は
同
条
第
三
項
」
と
、

同
条
第
三
項
中
「
条
例
第
九
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
九
条
の
三
第

三
項
の
」
と
、
「
条
例
第
九
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」
と
、
前
条

第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
子
」
の
下
に
「
（
条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。
以
下
本
条
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項

続
柄

等
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８�　

指
定
期
間
の
通
算
は
、
暦
に
従
っ
て
計
算
し
、
一
月
に
満
た
な
い
期
間
は
、
三
十
日
を
も
っ
て
一

月
と
す
る
。

　

第
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
二　

介
護
休
暇
の
単
位
は
、
一
日
又
は
三
十
分
と
す
る
。

２�　

三
十
分
を
単
位
と
す
る
介
護
休
暇
は
、
一
日
を
通
じ
て
四
時
間
（
当
該
介
護
休
暇
と
要
介
護
者
を

異
に
す
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
四
時
間
か

ら
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
）
の
範
囲
内
と
す
る
。
た
だ

し
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
時
間
帯
の
み
を
勤
務
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
日
に
つ
き
五
時

間
（
当
該
介
護
休
暇
と
要
介
護
者
を
異
に
す
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ

る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
五
時
間
か
ら
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ

た
時
間
）
の
範
囲
内
と
す
る
。

　

一　

始
業
の
時
刻
か
ら
休
憩
時
間
の
開
始
の
時
刻
ま
で
の
時
間
帯

　

二　

休
憩
時
間
の
終
了
の
時
刻
か
ら
終
業
の
時
刻
ま
で
の
時
間
帯

　

（
介
護
時
間
）

第
十
七
条
の
三　

介
護
時
間
の
単
位
は
、
三
十
分
と
す
る
。

２�　

介
護
時
間
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二

時
間
（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時

間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
二
時
間
か
ら
当
該
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間

を
減
じ
た
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
と
す
る
。

　

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
介
護
休
暇
」
の
下
に
「
及
び
介
護
時
間
」
を
加
え
、
同
条
中
「
介
護
休

暇
」
の
下
に
「
又
は
介
護
時
間
」
を
、
「
第
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
条
例
第
十
六
条
の
二
第

一
項
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
介
護
休
暇
」
の
下
に
「
及
び
介
護
時
間
」
を
加
え
、
同
条
中
「
介
護
休

暇
」
の
下
に
「
又
は
介
護
時
間
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
又
は
介
護
休
暇
」
を
「
、
介
護
休
暇
又
は
介
護
時
間
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
四
号
中
「
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
」
を
「
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
が
い
」
に
改
め

、
同
項
第
十
号
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
（
職
員
と
同
居
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
の
第

三
項
及
び
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３�　

条
例
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
申
出
は
、
同
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
（
以
下
「
指

定
期
間
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を
希
望
す
る
期
間
の
初
日
及
び
末
日
を
明
ら
か
に
し
て
、
任
命
権
者

の
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
任
命
権
者
に
対
し
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４�　

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
出

に
よ
る
期
間
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
（
第
七
項
に
お
い
て
「
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
の

指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
七
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

５�　

職
員
は
、
第
三
項
の
申
出
に
基
づ
き
前
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期

間
を
延
長
し
て
指
定
す
る
こ
と
又
は
当
該
指
定
期
間
若
し
く
は
こ
の
項
の
申
出
（
短
縮
の
指
定
の
申

出
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
次
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
を
短
縮
し

て
指
定
す
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
め
て
指
定
期
間
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
期
間
の
末
日
を
明
ら
か
に
し
て
、
任
命
権
者
の
定
め
る
手
続
に
従
っ

て
任
命
権
者
に
対
し
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６�　

任
命
権
者
は
、
職
員
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
の
指
定
の
申
出
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
第
四
項
、
こ
の
項
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
の
初
日
か
ら

当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期
間
の
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

７�　

第
四
項
又
は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
申
出
の
期
間
又
は
第
三

項
の
申
出
に
基
づ
き
第
四
項
若
し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
の
末
日
の
翌

日
か
ら
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
の
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
の
当
該
申
出
に
係

る
末
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
延
長
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
の
全
期
間
に
わ

た
り
第
二
十
一
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
を
承
認
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

合
は
、
当
該
期
間
を
指
定
期
間
と
し
て
指
定
し
な
い
も
の
と
し
、
申
出
の
期
間
又
は
延
長
申
出
の
期

間
中
の
一
部
の
日
が
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
を
承
認
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な

日
で
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
期
間
か
ら
当
該
日
を
除
い
た
期
間
に
つ
い
て
指
定
期
間
を
指
定
す
る

も
の
と
す
る
。
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勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
第
二
十
一
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
を
承
認
で
き

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
期
間
を
指
定
期
間
と
し
て
指
定
し
な
い
も
の
と
し
、
施

行
日
以
後
の
申
出
の
期
間
又
は
延
長
申
出
の
期
間
中
の
一
部
の
日
が
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り

介
護
休
暇
を
承
認
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
日
で
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
期
間
か
ら
当
該
日
を

除
い
た
期
間
に
つ
い
て
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
準
備
行
為
）

第�

三
条　

前
条
第
一
項
の
指
定
期
間
の
指
定
の
申
出
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
を
受
け
て
い
る
町
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

　
　
　

公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
を
受
け
て
い
る
町
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則

　
　
　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
を
受
け
て
い
る
町
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十�

一
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
の
岡
垣
町
の
表
出
先
機
関
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

　

一　

附
則
第
三
条
の
規
定　

公
布
の
日

　

二�　

第
十
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
改
正
規
定
並
び
に
第
十
六

条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
十
号
の
改
正
規
定　

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日

　

（
平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
指
定
）

第�

二
条　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
条
例
第
五
号
。
以
下
「
平
成
二
十
九
年
改
正

条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
の
申
出
は
、
平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
に
よ
る

改
正
後
の
福
岡
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

期
間
（
以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
の
末
日
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
日
を
明
ら
か
に
し
て
、

任
命
権
者
の
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
任
命
権
者
に
対
し
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
平
成
二
十�

九
年
改
正
条
例
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
初
日
（
以
下
「
初
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
申
出
に
よ

る
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
の
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３�　

平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
第

一
項
の
申
出
に
基
づ
き
前
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
を
延
長
し
て

指
定
す
る
こ
と
又
は
当
該
指
定
期
間
若
し
く
は
こ
の
項
の
申
出
（
短
縮
の
指
定
の
申
出
に
限
る
。
）

に
基
づ
き
次
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
を
短
縮
し
て
指
定
す
る
こ

と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
め
て
指
定
期
間
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
期
間
の
末
日
を
明
ら
か
に
し
て
、
任
命
権
者
の
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
任
命
権
者
に

対
し
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４�　

任
命
権
者
は
、
職
員
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
の
指
定
の
申
出
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
初
日
か
ら
当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期
間
の
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と

す
る
。

５�　

第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
し
出
た
指
定
期
間
の
末
日
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
日
ま
で
の
期

間
（
以
下
「
施
行
日
以
後
の
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
又
は
第
一
項
の
申
出
に
基
づ
き
第
二
項
若

し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

指
定
期
間
の
延
長
の
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
の
当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
「

延
長
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
の
全
期
間
に
わ
た
り
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
職
員
の

出
先
機
関

こ
ど
も
未
来
館

館
長

小
学
校

校
長　

副
校
長　

教
頭

中
学
校

校
長　

副
校
長　

教
頭
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第
八
条
の
二
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
る
。

　
　

第
八
条
の
四
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

二　

特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
る
も
の

　
　

第
十
二
条
の
十
六
第
二
号
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同

号
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

ニ　

特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
職
務
の
級
が
七
級
の
職
員

　

�　

第
二
十
六
条
第
二
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部

に
つ
い
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日
が
九
十
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間
」
を

「
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し
な
か
つ
た
全
期
間
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

　
　

八�　

勤
務
時
間
条
例
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ

た
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し
な
か
つ
た
全
期
間

　

�　

附
則
第
五
項
第
一
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を

削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

三　

特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
る
も
の

　
　

別
表
第
２
中

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一

　
　
　

部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福

岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一�　

条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員　

農
業
改
良
助
長
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
六
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
及
指
導
員
に
任
用
さ
れ
て
い
る
者

　

二�　

条
例
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九

号
）
第
百
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
林
業
普
及
指
導
員
に
任
用
さ
れ
て
い
る
者

　

第
二
条
第
三
号
中
「
条
例
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
員
は
、
水
産
業
普
及
指
導
員
で
あ

つ
て
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」
を
「
条
例
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定

す
る
職
員　

水
産
業
普
及
指
導
員
に
任
用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も

の
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

　

（
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
人

事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

100分の15
100分の10

100分の５（職務の級４級の職員のう
ち人事委員会が別に定める職員にあつ
ては100分の10）

100分の15（人事委員会が別に定める
職員にあつては100分の20）

100分の10（職務の級４級の職員のう
ち人事委員会が別に定める職員にあつ
ては100分の15）

100分の５

職務の級６級の職員
職務の級５級の職員

職務の級４級の職員及び３級の職員（
人事委員会が定める職員に限る。）

職務の級５級の職員

職務の級４級及び３級の職員

職務の級２級の職員（人事委員会が定
める職員に限る。）

医療職給料表㈢

研究職給料表

100分の15（職務の級４級の職員のう
ち人事委員会が別に定める職員にあつ
ては100分の20）

100分の10

100分の５

100分の20
100分の15
100分の10

100分の５（職務の級４級の職員のう
ち人事委員会が別に定める職員にあつ
ては100分の10）

職務の級４級及び３級の職員

職務の級２級の職員
職務の級１級の職員（人事委員会が定
める職員に限る。）
職務の級８級の職員
職務の級７級及び６級の職員
職務の級５級の職員

職務の級４級の職員及び３級の職員（
人事委員会が定める職員に限る。）

医療職給料表㈠

医療職給料表㈡

100分の15（職務の級４級の職員のう
ち人事委員会が別に定める職員にあつ
ては100分の20）

100分の10

100分の５

100分の15
100分の10

100分の５

100分の15（人事委員会が別に定める
職員にあつては100分の20）

職務の級４級及び３級の職員

職務の級２級の職員
職務の級１級の職員（人事委員会が定
める職員に限る。）
職務の級６級の職員
職務の級５級及び４級の職員
職務の級３級の職員（人事委員会が定
める職員に限る。）

職務の級５級の職員

医師職給料表

看護師職給料表

100分の10（職務の級４級の職員のう
ち人事委員会が別に定める職員にあつ
ては100分の15）

100分の５

100分の20
100分の15
100分の10
100分の５

職務の級４級及び３級の職員

職務の級２級の職員（人事委員会が定
める職員に限る。）
職務の級７級の職員
職務の級６級及び５級の職員
職務の級４級及び３級の職員
職務の級２級の職員

研究職給料表

特定獣医師職給
料表
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様式第１号（第９条関係）
扶 養 親 族 届

年 月 日提出

任命権者

殿

勤務公署名

職 名 氏 名 ㊞

給与条例第 条第 項の規定に基づき次のとおり届け出ます。
（証明書類 通添付）

届出の理由（該当する□にレ印を付すこと。）
□ 新たに職員となつた（□配偶者がない）
□ 新たに扶養親族としての要件を具備するに至つた者がある（□配偶者がない）
□ 扶養親族としての要件を欠くに至つた者がある（子、孫及び弟妹で満 歳の年度末を超えた者を除

く）
□ 配偶者のない職員になつた（ に該当する場合を除く）

事実発生日 年 月 日
□ 配偶者を有するに至つた（ に該当する場合を除く）

事実発生日 年 月 日

届出の理由 ～ に該当する場合、下記の欄に記入すること。

扶養親族
氏 名

職員と
の続柄

生年月日
同居・別居の別
別居の場合は住所

所得の
種 類

将来一年間の
所得額 見込

届出事実の
発生年月日

届出事由

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

記入上の注意
１ 太枠内の項目は、職員において記入する。
２ 「職員との続柄」欄には、配偶者、子、孫、父母、祖父母、弟妹、重度心身障害者を記入する。
３ 「所得の種類」欄には、給与所得、事業所得、不動産所得等を記入し、所得額の算定は、届出時点の現状
等を基礎として将来１年間について行う。
４ 「届出事由」欄には、届出の理由の２又は３に該当する場合にその事由（例えば婚姻、離婚、出生、死亡、
満 歳以上等）をそれぞれ記入する。

受 付 年 月 日 年 月 日受理 ㊞

認
定
事
項

認定をしない場合は
その氏名と事由

上記のとおり認定する。
年 月 日

決
裁

職名

印

備考
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様
式
第
五
号
の
一
号
紙
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（ 表 ）
１号紙

様式第５号（第 条の 関係）
単 身 赴 任 届

年 月 日提出
任命権者

殿
職
名

氏
名 印

勤 務 公 署 名 所 在 地

届 出 の 理 由
□１新規 □２異動 □３転居（□本人 □配偶者）
□４その他（ ）

上記事実の発生年月日 年 月 日

福岡県職員の給与に関する条例等の施行に関する規則第 条の の規定に基づき、次

のとおり配偶者等との別居の状況等を届け出ます。

住民票等証明書類 通添付

１ 異動直前の居住状況等

異動の発令年月日 年 月 日

本人の住居

同 居 者
□配偶者 □子（生年月日 ） □子（生年月日 ）

□子（生年月日 ） □子（生年月日 ）

２ 現在の居住状況等

配偶者と別居した年月日 年 月 日

配偶者と別

居した事情

本人の住居 入居年月日 年 月 日

本人の住居

における同

居者

□子（生年月日 ）□子（生年月日 ）□子（生年月日 ）

□その他（続柄 ）□その他（続柄 ）□その他（続柄 ）

□その他（続柄 ）

配偶者の

住 居

異動直前の本人の住居と □ 同じ。

□ 異なる。（入居年月日 ）

異動直前の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法 ２号紙の に記入

配偶者の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法 ２号紙の に記入

配偶者の住居から本人の住居までの交通経路及び方法 ２号紙の に記入

※決定事項記入欄

上記のとおり確認し、□単身赴任手当の月額を 円と決定する。

□規則第 条の の規定による加算額を 円、単身赴

任手当の月額を 円と決定する。

年 月 日

決
裁

職名

印

制度改正
による支
給額の改
定

年 月分から改定 加算額 円 決
裁

職名

年 月 日決裁 手当月額 円 印

年 月分から改定 加算額 円 決
裁

職名

年 月 日決裁 手当月額 円 印

（「記入上の注意」については、裏面を参照のこと。）
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（ 裏 ）

記入上の注意

１ 「届出の理由」欄には、該当する理由の□にレ印を付し（新規の場合は理由の１に

のみレ印を付する。）、理由の４に該当する場合は内容を（ ）内に記入する。

２ 「届出の理由」欄中「２異動」とは、既に単身赴任手当の支給を受けている者が、

更に公署を異にする異動をした場合の当該異動をいい、「３転居」とは、既に単身赴

任手当の支給を受けている者が、更に住居を移転した場合の当該転居をいう。

３ 配偶者のない者にあつては、「配偶者」とあるのを「異動直前に同居していた満

歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子」と読み替えて記入する。

４ 届出の理由の１以外に該当する場合は「１ 異動直前の居住状況等」は記入を要し

ない。

５ 「１ 異動直前の居住状況等」及び「２ 現在の居住状況等」において「異動」と

は、別居の原因となつた公署を異にする異動をいう。

６ 在勤する公署が移転した者にあつては、「異動」とあるのを「移転」と読み替えて

記入する。

７ 国家公務員又は他の地方公共団体の職員等から人事交流等若しくは公益的法人等派

遣法第１０条第１項に規定する採用により引き続き給料表の適用を受けることとなつ

た者、再任用された者、外国機関等派遣条例第２条第１項若しくは公益的法人等派遣

条例第２条第１項の規定による派遣から職務に復帰した者又は県職員分限条例第３条

第１号、警察職員分限条例第２条第１項第２号若しくは学校職員分限条例第３条第１

号の規定による休職から復職した者にあつては、「異動」とあるのをそれぞれ「適用」、

「再任用」、「復帰」又は「復職」と読み替えて記入する。

８ 異動に伴い配偶者と別居した場合で、配偶者の住居が異動直前の本人の住居と同じ

ときは、「配偶者の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法」欄は記入を要しない。

９ 異動に伴つて配偶者とともに住居を移転し、その後に配偶者と別居した場合は、「異

動直前の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法」欄は記入を要しない。

「通勤 交通 方法の別」欄には、通勤等の順路に従い、徒歩、〇〇線等の別を記入

する。

別居後に配偶者を欠くこととなつた場合は、異動直前に配偶者がないものとした場

合について記入する。

※欄には記入しないこと。
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�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号

　
　
　

�

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二
条
の
給
料�

の
調
整
額
の
経
過
措
置
を
定
め
る
規
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十�

九
年
福
岡
県
条
例
第
四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
二
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
職
員
の
給
料
の
調
整
額
の
経
過
措
置
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
経
過
措
置
基
準
額
等
）

第�

二
条　

平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
附
則
第
十
二
条
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
経
過
措
置
基
準
額

は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引

き
続
き
福
岡
県
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
六

号
。
以
下
「
調
整
額
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
給
料
の
調
整
を
行
う
職
員
の
職

を
占
め
る
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
料
の
調
整
額
適
用
職
員
」
と
い
う
。
）　

同
日
に

そ
の
者
に
適
用
さ
れ
て
い
た
調
整
基
本
額

  

二�　

施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
た
に
給
料
の
調
整
額
適
用
職
員
と
な

っ
た
職
員
（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
職
員
を
除
く
。
）　

施
行
日
の
前
日
に
新
た
に
給

料
の
調
整
額
適
用
職
員
に
な
っ
た
と
し
た
場
合
に
平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
及
び
こ

れ
に
基
づ
く
人
事
委
員
会
規
則
等
の
規
定
（
次
号
に
お
い
て
「
改
正
前
の
給
与
条
例
等
」
と
い
う

。
）
に
よ
り
同
日
に
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
て
い
た
給
料
表
、
職
務
の
級
及
び
号
給
を
基
礎
と
し
て

平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
調
整
額
条
例
（
次
号
に
お
い
て
「
改
正
前
の
調
整
額

条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
調
整
基
本
額

　

三�　

施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
給
料
表
の
適
用
を
異
に
す
る
異
動
を
し

た
給
料
の
調
整
額
適
用
職
員　

施
行
日
の
前
日
に
当
該
異
動
が
あ
っ
た
と
し
た
場
合
に
改
正
前
の

給
与
条
例
等
に
よ
り
同
日
に
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
料
表
、
職
務
の
級
及
び
号
給

を
基
礎
と
し
て
改
正
前
の
調
整
額
条
例
第
二
条
の
規
定
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
に
適

　
�

（
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部

改
正
）

第�
二
条　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（

平
成
二
十
八
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

附
則
第
三
項
の
表
中　

　

を　
　
　
　

　

に
改
め
る
。

　
　

附
則
第
四
項
の
表
中
医
療
職
給
料
表
㈡
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
福
岡
県
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
第
十
二
条
の
十
六
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二
条
の
給
料
の
調
整
額
の

経
過
措
置
を
定
め
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

医
療
職
給
料
表
㈠

職
務
の
級
四
級
の
職
員
及
び
三
級
の
職
員
（
管
理
職
手
当
の
区
分
三
種
及
び
四
種
の

職
に
あ
る
も
の
又
は
参
事
の
職
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

医
療
職
給
料
表
㈡

職
務
の
級
八
級
及
び
七
級
の
職
員
並
び
に
六
級
の
職
員
（
管
理
職
手
当
の
区
分
三
種

、
四
種
及
び
五
種
の
職
に
あ
る
も
の
又
は
参
事
の
職
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

医
療
職
給
料
表
㈢

職
務
の
級
六
級
の
職
員
（
参
事
の
職
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

研
究
職
給
料
表

職
務
の
級
五
級
の
職
員

医
師
職
給
料
表

職
務
の
級
四
級
の
職
員

看
護
師
職
給
料
表

職
務
の
級
六
級
の
職
員
（
参
事
の
職
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

研
究
職
給
料
表

職
務
の
級
五
級
の
職
員

特
定
獣
医
師
職
給

料
表

職
務
の
級
七
級
及
び
六
級
の
職
員
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二
行
政
職
給
料
表
」
に
、
「
六
級
」
を
「
五
級
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
特
五
級
適
用
職
員
」

を
「
特
四
級
適
用
職
員
」
に
、
「
別
表
第
二
ロ
医
療
職
給
料
表
㈡
」
を
「
別
表
第
一
行
政
職
給
料
表
、

別
表
第
四
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
」
に
、
「
別
表
第
三
医
療
職
給
料
表
㈡
」
を
「
別
表
第
二
行
政
職
給

料
表
」
に
、
「
五
級
」
を
「
四
級
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
及
び
第
六
条
中
「
特
五
級
適
用
職
員
」
を
「
特
四
級
適
用
職
員
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
中
「
特
五
級
適
用
職
員
」
を
「
特
四
級
適
用
職
員
」
に
、
「
医
療
職
給
料
表
㈡
」
を
「
行
政

職
給
料
表
」
に
、
「
五
級
」
を
「
四
級
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
中
「
特
五
級
適
用
職
員
」
を
「
特
四
級
適
用
職
員
」
に
改
め
、
「
職
員
の
区
分
は
、
」
の
下

に
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
あ
っ
て
は
、
」
を
加
え
、

「
同
じ
区
分
」
の
下
に
「
と
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
あ
っ
て
は
、
退
職
手
当
条
例
施
行

規
則
別
表
二
の
表
第
六
号
区
分
の
項
第
一
号
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す

る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
っ
た
も
の
に
適
用
さ
れ
る
区
分
と
同
じ
区
分
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則

第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号

中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「

医
療
職
給
料
表
㈢
」
を
「
看
護
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
「
保
健
指
導
又
は
」
及
び
「
保
健
師
、
助
産

師
、
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

　

四�　

特
定
獣
医
師
職
給
料
表　

家
畜
衛
生
保
健
所
及
び
食
肉
衛
生
検
査
所
に
勤
務
し
、
家
畜
の
防
疫

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
調
整
基
本
額

　

四�　

施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
給
料
の
調
整
額
適
用
職
員　

当
該
職
員
が
施
行
日
の
前
日
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る

職
員
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
第
二
号
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
同
日
に
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
調
整
基
本
額

２�　

平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
附
則
第
十
二
条
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
施
行
日
の
翌

日
以
降
適
用
を
受
け
る
調
整
数
が
施
行
日
に
適
用
さ
れ
て
い
た
調
整
数
（
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
給
料
の
調
整
額
適
用
職
員
と
な
っ
た
日
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

調
整
数
）
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
と
す
る
。

　

（
雑
則
）

第�

三
条　

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が

別
に
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

平
成
二
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
医
療
職
給
料
表
㈡
の
経
過
的
特
例
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

　
　
　

平
成
二
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
医
療
職
給
料
表
㈡
の
経
過
的

　
　
　

特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

平
成
二
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
医
療
職
給
料
表
㈡
の
経
過
的
特
例
に
関
す
る

規
則
（
平
成
二
十
八
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
九
号
中
「
特
五
級
適
用
職
員
」
を
「
特
四
級
適
用
職
員
」
に
、
「
医
療
職
特
例
給
料
表
㈡

」
を
「
行
政
職
特
例
給
料
表
」
に
、
「
特
五
級
」
を
「
特
四
級
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
特
五
級

適
用
職
員
」
を
「
特
四
級
適
用
職
員
」
に
、
「
別
表
第
二
ロ
医
療
職
給
料
表
㈡
」
を
「
別
表
第
一
行
政

職
給
料
表
、
別
表
第
四
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
」
に
、
「
別
表
第
三
医
療
職
給
料
表
㈡
」
を
「
別
表
第
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を　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

、
試
験
、
検
査
又
は
と
畜
の
検
査
等
の
業
務
に
従
事
す
る
獣
医
師

　

第
三
条
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
り
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
給
料
表
」
を
「
研
究
職
給
料
表
」
に
、
「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
」
を
「
科
学
捜
査
研
究
所
に
勤
務
し
、
専
門
的
科
学
的
知
識
と
創
意

等
を
も
つ
て
試
験
研
究
又
は
調
査
研
究
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
と
す
る
」
に
改
め
、
各
号
を
削
る
。

　

第
四
条
中
「
及
び
第
三
号
」
を
削
り
、
第
三
号
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
級
別
標
準
職
務
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
二
十
五
条
及
び
別
表
第
四
級
別
標
準
職
務
表
」
を
削
る
。

　

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

　

別
表
第
一
イ
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　

局長
秘書室長
技術次長
職務改善
調査監
事務局次
長
水資源対
策長

局長
秘書室長
技術次長
職務改善
調査監
食の安全
総合調整
監
事務局次
長
水資源対
策長

障害者更生相
談所

障がい者更生
相談所
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ロ
 
医
師
職
給
料
表
関
係

職
務
の
級

２
級

３
級

 
 

４
級

 
 

任
命

 
権
者

 
号

機
関

１
 

２
 

３
 

知
事

 
共
通

係
長

 
企
画
主
査

課
長
補
佐

 
参
事
補
佐

 
副
理
事

参
事

本
庁

 
課
長
技
術
補
佐

 
企
画
主
幹

理
事

次
長

技
術
次
長

食
の
安
全
総
合
調
整
監

課
長

企
画
監

健
康
管
理
監

出
先

 
機
関

 
共
通

 
副
長

 
課
長

保
健
医

療
介
護

部
 

保
健
福
祉
環
境

事
務
所

 
 

所
長

保
健
福
祉
事
務

所
 

 
副
保
健
監

所
長

保
健
監

保
健
環
境
研
究

所
 

 
所
長

副
所
長

部
長

 
 

精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

 
 

所
長

 
福
祉
労

働
部

 
粕
屋
新
光
園

 
 

園
長

副
園
長
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別
表
第
一
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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ハ
 
看
護
師
職
給
料
表
関
係

職
務
の
級

５
級

 
６
級

 

任
命

 
権
者

 
号

機
関

２

知
事

 
共
通

企
画
主
査

参
事
補
佐

出
先
機
関

 
福
祉
労
働
部

 
粕
屋
新
光
園

 
副
看
護
長
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別
表
第
一
中
ニ
を
削
り
、
ホ
を
ニ
と
し
、
同
表
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。
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ホ
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
関
係

 
 

職
務
の
級

 
４
級

 
５
級

 
６
級

 
７
級

 

任
命

 
権
者

 
号

 
機
関

 
 

 
 

 

知
事

 
出
先

 
機
関

 
共
通

 
副
長

 
企
画
主
査

 
参
事
補
佐

 
参
事

 
副
理
事

 
 

保
健
医
療
介
護
部

 
食
肉
衛
生
検
査
所

 
 

課
長

 
所
長

 
 

 
 

農
林
水
産
部

 
家
畜
保
健
衛
生
所

 
 

 
副
所
長
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別
表
第
二
イ
警
察
本
部
長
の
部
共
通
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

共
通

専
門
官

主
幹
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ハ
 
医
師
職
給
料
表
関
係

職
務
の
級

４
級

 

任
命

 
権
者

 
号

機
関

２
３

警
察
本

部
長

 
本
部

参
事
官

 
保
健
指
導
理
事
官
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別
表
第
二
中
ニ
及
び
ホ
を
削
り
、
ヘ
を
ニ
と
す
る
。

　

別
表
第
三
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
第
３
 
学
校
職
員
給
与
条
例

 
 
イ
 
行
政
職
給
料
表
関
係

職
務
の
級

４
級

５
級

 

任
命

 
権
者

 
号

機
関

教
育
委

員
会

 
共
通

 
企
画
主
査

県
立
学
校

通
信
長

一
等
航
海
士

一
等
機
関
士

船
長

機
関
長

参
事
補
佐

 

市
町
村
立
学
校

 
主
幹
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第

二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
医
療

職
給
料
表
㈡
」
を
「
行
政
職
給
料
表
又
は
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

４�　

県
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
職
は
、
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
職
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

　

一　

薬
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の

　

二　

栄
養
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の

　

三　

公
衆
衛
生
看
護
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の

　

四�　

前
三
号
に
掲
げ
る
職
以
外
の
職
の
う
ち
、
医
療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
職
で
前

三
号
に
掲
げ
る
職
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の

　

第
三
条
第
三
号
中
「
八
年
」
を
「
十
六
年
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

　

四�　

前
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
に
採
用
さ
れ
た
職
員
（
薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律

第
百
四
十
六
号
）
に
規
定
す
る
薬
剤
師
免
許
証
（
次
条
に
お
い
て
「
薬
剤
師
免
許
証
」
と
い
う
。）

を
有
す
る
者
に
限
る
。）
で
、
そ
の
採
用
が
大
学
卒
業
の
日
か
ら
八
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間

内
に
行
わ
れ
た
も
の

　

五�　

前
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
職
に
採
用
さ
れ
た
職
員
（
栄
養
士
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
二
百
四
十
五
号
）
に
規
定
す
る
管
理
栄
養
士
免
許
証
（
次
条
に
お
い
て
「
管
理
栄
養
士
免
許
証
」

と
い
う
。）
を
有
す
る
者
に
限
る
。）
で
、
そ
の
採
用
が
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内
に
行
わ
れ

た
も
の

　

六�　

前
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
に
採
用
さ
れ
た
職
員
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
に
規
定
す
る
保
健
師
免
許
証
（
次
条
に
お
い
て
「
保
健
師
免
許
証
」

と
い
う
。）
を
有
す
る
者
に
限
る
。）
で
、
そ
の
採
用
が
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内
に
行
わ
れ

た
も
の

　

七�　

前
条
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
に
採
用
さ
れ
た
職
員
（
人
事
委
員

会
が
定
め
る
免
許
等
を
有
す
る
者
に
限
る
。）
で
、
そ
の
採
用
が
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内

に
行
わ
れ
た
も
の

　

第
四
条
中
「
県
職
員
給
与
条
例
第
十
条
の
二
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
九
条

の
三
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

　

三�　

前
条
第
四
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
採
用
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
ま
で

の
期
間
内
に
新
た
に
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
で
薬

剤
師
免
許
証
を
有
す
る
も
の

　

四�　

前
条
第
五
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内
に
採
用
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
か
ら

十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
内
に
新
た
に
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
こ

と
と
な
つ
た
職
員
で
管
理
栄
養
士
免
許
証
を
有
す
る
も
の

　

五�　

前
条
第
六
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内
に
採
用
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
か
ら

十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
内
に
新
た
に
第
二
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
こ

と
と
な
つ
た
職
員
で
保
健
師
免
許
証
を
有
す
る
も
の

　

六�　

前
条
第
七
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内
に
採
用
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
か
ら

十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
内
に
新
た
に
第
二
条
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が

定
め
る
職
を
占
め
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
免
許
等
を
有
す
る
も
の

　

第
六
条
第
一
項
中
「
十
五
年
」
の
下
に
「
、
第
三
条
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
又
は
第
四
条
第
三
号

か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
十
年
」
を
加
え
、
同
項
後
段
中
「
第
四
条
第
二
号
」

の
下
に
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
加
え
る
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
三
号
」
の
下
に
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
加
え
、「
第
四
条
第
二
号
」

の
下
に
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
加
え
る
。

　

第
八
条
中
「
第
四
条
第
二
号
」
の
下
に
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
又
は
第
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三
項
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

三　

第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
職
か
ら
当
該
職
以
外
の
職
へ
の
異
動

　

四　

第
二
条
第
四
項
各
号
に
規
定
す
る
職
か
ら
当
該
職
以
外
の
職
へ
の
異
動

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第

四
号
）
附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
及
び
人
事
委
員
会
が
定
め
る
こ
れ

に
準
ず
る
職
員
で
あ
つ
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関

す
る
規
則（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以
下「
改
正
後
の
規
則
」と
い
う
。）

第
二
条
第
三
項
の
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
初
任
給
調
整

手
当
の
額
は
、
改
正
後
の
規
則
別
表
三
項
職
員
欄
の
二
種
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

　

別
表
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。　
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別表（第６条関係） 

職員の区分
 
 
期間の区分 

１ 項 職 員
２項職員

３ 項 職 員 ４ 項 職 員 

１ 種 ２ 種 ３ 種 ４ 種 １ 種 ２ 種 １ 種 ２ 種 ３ 種

円 円 円 円 円  円 円 円 円

 1  年 未 満 309,000 270,200 217,500 160,100 100,000 45,000 30,500 14,500 5,900 29,000

 1  年 以 上 

 2  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 100,000 45,000 30,500 14,500 5,900 29,000

 2  年 以 上 

 3  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 100,000 45,000 30,500 14,500 5,900 29,000

 3  年 以 上 

 4  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 100,000 45,000 30,500 14,500 5,900 29,000

 4  年 以 上 

 5  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 100,000 45,000 30,500 14,500 5,900 29,000

 5  年 以 上 

 6  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 90,000 43,600 30,500 13,100 5,300 26,100

 6  年 以 上 

 7  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 80,000 42,100 30,500 11,600 4,700 23,200

 7  年 以 上 

 8  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 60,000 39,200 30,500 8,700 3,500 17,400

 8  年 以 上 

 9  年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 40,000 36,300 30,500 5,800 2,400 11,600

 9  年 以 上 

1 0 年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 20,000 33,400 30,500 2,900 1,200 5,800

1 0 年 以 上 

1 1 年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 25,300 25,300 

1 1 年 以 上 

1 2 年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 20,300 20,300 

1 2 年 以 上 

1 3 年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 15,300 15,300 

1 3 年 以 上 

1 4 年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 10,300 10,300 

1 4 年 以 上 

1 5 年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100 5,300 5,300 

1 5 年 以 上 

1 6 年 未 満
309,000 270,200 217,500 160,100

 

1 6 年 以 上 

1 7 年 未 満
304,600 266,200 214,200 157,500

 

1 7 年 以 上 

1 8 年 未 満
300,200 262,200 210,900 154,900

 

1 8 年 以 上 

1 9 年 未 満
295,800 258,200 207,600 152,300

1 9 年 以 上 

2 0 年 未 満
291,400 254,200 204,300 149,700

2 0 年 以 上 

2 1 年 未 満
287,000 250,200 201,000 147,100

2 1 年 以 上 

2 2 年 未 満
275,000 240,200 193,700 141,500

2 2 年 以 上 

2 3 年 未 満
262,800 230,100 186,100 136,100

2 3 年 以 上 

2 4 年 未 満
250,900 220,300 179,100 130,500

2 4 年 以 上 

2 5 年 未 満
238,900 210,300 171,600 125,200

2 5 年 以 上 

2 6 年 未 満
226,800 200,300 164,400 119,700

2 6 年 以 上 

2 7 年 未 満
211,700 186,600 153,200 111,900

2 7 年 以 上 

2 8 年 未 満
196,800 173,100 142,600 104,000

2 8 年 以 上 

2 9 年 未 満
181,800 159,600 131,700 96,100

2 9 年 以 上 

3 0 年 未 満
166,600 145,900 120,600 88,300

3 0 年 以 上 

3 1 年 未 満
149,200 130,900 109,000 79,700

3 1 年 以 上 

3 2 年 未 満
131,700 115,900 97,200 71,300

3 2 年 以 上 

3 3 年 未 満
114,500 101,100 85,700 62,600

3 3 年 以 上 

3 4 年 未 満
84,000 76,300 66,200 49,900

3 4 年 以 上 

3 5 年 未 満
56,100 53,400 48,300 38,000

備考 1 この表において期間の区分欄に掲げる年数は、採用の日又は第4条各号の職員となつた日以後の期間を示す。 
2 この表において、「1項職員」とは第2条第1項の職を占める職員を、「2項職員」とは同条第2項の職を占める職員を、「3項職員」

とは同条第3項の職を占める職員を、「4項職員」とは同条第4項の職を占める職員をいう。 
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3 この表において、1項職員欄中「1種」とは第2条第1項第1号の職を占める職員を、「2種」とは同項第2号の職を占める職員及び

粕屋新光園に置かれる職を占める職員を、「3種」とは同項第3号の職(人事委員会が定める職を除く。)を占める職員を、「4種」と

は同項第4号の職を占める職員をいう。 
4 この表において、3項職員欄中「1種」とは第2条第3項の職を占める職員のうち行政職給料表の適用を受ける職員を、「2種」と

は同項の職を占める職員のうち特定獣医師職給料表の適用を受ける職員をいう。 
5 この表において、4項職員欄中「1種」とは第2条第4項第1号の職を占める職員を、「2種」とは同項第2号の職を占める職員を、

「3種」とは同項第3号の職を占める職員をいう。 
6 第2条第4項第4号の職を占める職員については、本表にかかわらず、別に定めるところによる。 
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

  　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
」
を
「
障
が
い
者
更
生
相
談
所
」
に
、「
市
町
村
（
市
町
村
の

組
合
を
含
む
。）
立
学
校
」
を
「
市
町
村
立
学
校
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
第
二
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
３
級
の
部
を
削
る
。

　

別
表
第
二
第
四
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈢
」
を
「
看
護
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
を
削

り
、
同
表
第
四
号
を
第
三
号
に
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

                          

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第

四
号
。
以
下
「
平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。）
附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
平

成
二
十
九
年
四
月
一
日
（
以
下
「
切
替
日
」
と
い
う
。）
に
給
料
表
の
適
用
を
異
に
す
る
異
動
を
し
た

職
員
（
平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。）
で

あ
っ
て
、
切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
福
岡
県
の
職
員
の
管
理

職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）
第
二
条
に
規
定
す
る
別
表
第
一
に
掲
げ
る
職

に
係
る
同
表
の
区
分
欄
に
定
め
る
区
分
と
同
一
の
区
分
に
対
応
す
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡

県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
職
を

占
め
る
職
員
の
う
ち
、
新
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
の
額
が
切
替
日
の
前
日
に
受
け
て

い
た
旧
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
の
額
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員
に
は
、
新
規
則

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
の
ほ
か
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
管
理
職
手
当
と
し
て
支
給

す
る
。

　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
七
号

　
　
　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
福
岡
県
人
事
委
員

会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
備
考
の
７
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に

改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

額

106,200
円

92,300
円

87,000
円

69,500
円

52,200
円

区
　
分

二
　
種

三
　
種

三
　
種

四
　
種

五
　
種

職
務
の
級

７
　
　
級

６
　
　
級

 五
　
特
定
獣
医
師
職
給
料
表

特
別
休
暇
及
び
介
護
休
暇

特
別
休
暇
、
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間
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�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

　

福
岡
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
福
岡
県
人
事
委

員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
の
五
中
「
別
表
イ
、
ロ
又
は
ハ
」
を
「
別
表
イ
、
ロ
、
ハ
又
は
ニ
」
に
改
め
る
。

　

別
表
ハ
の
表
中
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
の
基
礎
在
職
期
間
に
お
け
る
職
員
の
区
分
に
つ
い

て
の
表
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
基
礎
在
職

期
間
に
お
け
る
職
員
の
区
分
に
つ
い
て
の
表
」
に
改
め
、
同
表
第
一
号
区
分
の
項
第
一
号
中
「
以
後
適

用
さ
れ
て
い
る
」
を
「
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
」

に
改
め
、「
平
成
二
十
八
年
四
月
以
後
」
の
下
に
「
平
成
二
十
九
年
三
月
以
前
」
を
加
え
、
同
表
第
一

号
区
分
の
項
第
二
号
か
ら
第
八
号
区
分
の
項
ま
で
の
規
定
中「
平
成
二
十
八
年
四
月
以
後
」の
下
に「
平

成
二
十
九
年
三
月
以
前
」
を
加
え
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

  

ニ　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
の
基
礎
在
職
期
間
に
お
け
る
職
員
の
区
分
に
つ
い
て
の
表

�　

第
一
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
適
用
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
平
成
二
十
九
年
四
月
以

後
の
」
と
い
う
。）
県
職
員
給
与
条
例
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で

そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
九
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め

る
も
の

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
て
い
た
者
で
同
表
六
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
同
表
七
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
二
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め

る
も
の
（
第
一
号
区
分
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
て
い
た
者
で
同
表
五
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
同
表
六
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
三
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
行
政
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め

る
も
の
（
第
一
号
区
分
の
項
第
二
号
及
び
第
二
号
区
分
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除

く
。）

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
研
究
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の
の

う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
つ
た
も
の

五�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
警
察
職
員
給
与
条
例
の
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定

め
る
も
の

六�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
同
表
五
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

七　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
四
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
、
警
察
職
員
給
与
条
例
又
は
学
校
職

員
給
与
条
例
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が

六
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の（
第
一
号
区
分
の
項
第
二
号
、

第
二
号
区
分
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
区
分
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
看
護
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定

め
る
も
の

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
研
究
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の
（�

第
三
号
区
分
の
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

五�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
つ
た
も
の

六�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
警
察
職
員
給
与
条
例
の
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
つ
た
も
の
又
は
八
級
で
あ
つ
た
も
の

（
第
三
号
区
分
の
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

七�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の

八�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈢
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の

九�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
て
い
た
者
で
同
表
四
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の
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十�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
同
表
四
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

十
一　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
五
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
、
警
察
職
員
給
与
条
例
又
は
学
校
職

員
給
与
条
例
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が

五
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
看
護
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
四
号
区
分
の
項
第
三

号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
研
究
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
の

う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

五�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の

六�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
警
察
職
員
給
与
条
例
の
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定

め
る
も
の
又
は
六
級
で
あ
つ
た
も
の

七�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の

八�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈢
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の

九�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
て
い
た
者
で
同
表
三
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

十�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
同
表
三
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

十
一�　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
六
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
、
警
察
職
員
給
与
条
例
又
は
学
校
職

員
給
与
条
例
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が

四
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め

る
も
の

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
看
護
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
研
究
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
（�

第
五
号
区
分
の
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

五�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の

六　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
警
察
職
員
給
与
条
例
の
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

　

�

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定

め
る
も
の
（
第
五
号
区
分
の
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

七�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の

定
め
る
も
の
又
は
特
二
級
で
あ
つ
た
も
の

八�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈢
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の

定
め
る
も
の
又
は
特
二
級
で
あ
つ
た
も
の

九�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
て
い
た
者
で
同
表
二
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

十�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
同
表
一
号
給
又
は
二
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

十
一　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
七
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
、
警
察
職
員
給
与
条
例
又
は
学
校
職

員
給
与
条
例
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が

三
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
六
号
区
分
の
項
第
二
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
看
護
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
研
究
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の

五�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の

六�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
警
察
職
員
給
与
条
例
の
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定

め
る
も
の
又
は
五
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
五
号
区
分
の
項
第
六
号
及
び
第
六
号
区
分
の

項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

七�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の

定
め
る
も
の
（
第
六
号
区
分
の
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

八�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈢
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の

定
め
る
も
の
（
第
六
号
区
分
の
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

九�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
て
い
た
者
で
同
表
一
号
給
の
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
も
の

十　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
八
号
区
分

一�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
、
警
察
職
員
給
与
条
例
又
は
学
校
職

員
給
与
条
例
の
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
八
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
二
条
中
「
一
号
又
は
二
号
」
を
「
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
以
後
の
次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
が
就
い
て
い
た
職
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
が
就
い
て
い
た

職
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
適
用
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
平
成
二
十
八

年
四
月
以
後
の
」
と
い
う
。）」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
（
以
下
「
平
成
二
十
八
年
四
月
以
後
平
成
二
十
九
年
三
月
以
前

の
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
ロ
か
ら
チ
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
二
十
八
年
四
月
以
後
の
」
を
「
平

成
二
十
八
年
四
月
以
後
平
成
二
十
九
年
三
月
以
前
の
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
の
次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
が
就
い
て
い
た
職

　
　

イ�　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
適
用
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
」

と
い
う
。）
県
職
員
給
与
条
例
、
学
校
職
員
給
与
条
例
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
の
行
政
職
給

料
表
並
び
に
企
業
職
員
給
与
規
程
の
企
業
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す

る
職
務
の
級
が
六
級
以
上
で
あ
っ
た
も
の
及
び
五
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管
理
職
手
当
の
区
分
が

四
種
及
び
五
種
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。） 

　
　

ロ�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者

で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管
理
職
手
当
の
区
分
が
一
種
、
二
種
、
三

種
、
四
種
及
び
五
種
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。） 

　
　

ハ�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
看
護
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た

者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管
理
職
手
当
の
区
分
が
五
種
で
あ
っ
た

も
の
に
限
る
。）

　
　

ニ�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
の
研
究
職
給
料
表

の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管
理
職
手
当
の

区
分
が
一
種
、
二
種
、
三
種
及
び
四
種
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。）

　
　

ホ�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
六
級
以
上
で
あ
っ
た
も
の
及
び
五
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管

理
職
手
当
の
区
分
が
三
種
、
四
種
及
び
五
種
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。）

　
　

ヘ�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
て
い

た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管
理
職
手
当
の
区
分
が
四
種
及
び
五

種
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。）

　
　

ト�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈢
の
適
用
を
受
け
て
い

　

二
級
で
あ
つ
た
も
の

二�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
一
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め

る
も
の

三�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
看
護
師
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の

四�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
研
究
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の

五�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
県
職
員
給
与
条
例
の
特
定
獣
医
師
職
給
料
表
の
適
用
を

受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た
も
の

六�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
警
察
職
員
給
与
条
例
の
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け

て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の
又
は
四
級
で
あ
つ
た
も
の

（
第
七
号
区
分
の
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

七�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
一
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の

定
め
る
も
の
又
は
二
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
六
号
区
分
の
項
第
七
号
及
び
第
七
号
区
分

の
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

八�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
学
校
職
員
給
与
条
例
の
教
育
職
給
料
表
㈢
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
一
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
人
事
委
員
会
の

定
め
る
も
の
又
は
二
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
六
号
区
分
の
項
第
八
号
及
び
第
七
号
区
分

の
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

九�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
二
項
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
て
い
た
者

十　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
九
号
区
分
　

第
一
号
区
分
か
ら
第
八
号
区
分
ま
で
の
い
ず
れ
の
職
員
の
区
分
に
も
属
し
な
い
こ
と
と

な
る
者
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た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管
理
職
手
当
の
区
分
が
四
種
及
び
五

種
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。）

　
　

チ�　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
後
の
警
察
職
員
給
与
条
例
の
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た

者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
っ
た
も
の
及
び
七
級
で
あ
っ
た
も
の
（
管
理
職
手
当

の
区
分
が
三
種
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。）

　

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号 第 条関係

再就職者による依頼等の承認申請書

年 月 日

任命権者 殿

地方公務員法第 条の 第 項第 号の規定に基づき、次のとおり承認を申請します。

申請者

ふりがな

氏 名 印

生年月日

年 月 日生

勤務先 営利企業等 の名称 勤務先における地位 役職等

連絡先 ― ― ― ―

勤務先 営利企業等 の業務内容

離職時及び離職前の状況

離 職 日 年 月 日 離職時の職

離
職
前
５
年
間

※

の
在
職
状
況
等

所属・職 在職期間 職務内容

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

※ 申請者の在職状況等について、在職期間が新しい順に記載すること。

地方公務員法第 条の 第 項又は第 項に規定する職に就いていた場合にあっては、

当該職に就いていた期間まで遡って記載すること。

様式第 号 第 条関係

再就職者による依頼等の承認申請書

年 月 日

任命権者 殿

地方公務員法第 条の 第 項第 号の規定に基づき、次のとおり承認を申請します。

申請者

ふりがな

氏 名 印

生年月日

年 月 日生

勤務先 営利企業等 の名称 勤務先における地位 役職等

連絡先 ― ― ― ―

勤務先 営利企業等 の業務内容

離職時及び離職前の状況

離 職 日 年 月 日 離職時の職

離
職
前
５
年
間

※

の
在
職
状
況
等

所属・職 在職期間 職務内容

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

※ 申請者の在職状況等について、在職期間が新しい順に記載すること。

地方公務員法第 条の 第 項又は第 項に規定する職に就いていた場合にあっては、

当該職に就いていた期間まで遡って記載すること。

１
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要求又は依頼する事項と勤務先 営利企業等 との契約等の関係

在職していた執行機関の組織等において自らが締結を決定した勤務先 営利企業等 又は

その子法人との契約に関する要求又は依頼

□ 該当する □ 該当しない

在職していた執行機関の組織等において自らが決定した勤務先 営利企業等 又はその子

法人に対する処分に関する要求又は依頼

□ 該当する □ 該当しない

要求又は依頼の対象となる役職員

氏 名 ふりがな

所属 職

職務内容

要求又は依頼の対象となる契約等事務の内容

□ 電気、ガス又は水道水の供給を受ける契約に関する職務に関するもの

□ その他役職員の裁量の余地が少ない職務に関するもの

職務の内容及び職務に係る役職員の裁量の程度

□ 上記の 項目のいずれにも該当しない

要求又は依頼の具体的な内容

その他参考事項
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任命権者記入欄

受理番号

処理結果区分

□ 承認

□ 不承認

□ 却下 承認を必要としない

承認又は不承認の理由

承認番号
処理年月日

年 月 日
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様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号 第 条関係

再就職者から依頼等を受けた場合の届出書

年 月 日

福岡県人事委員会委員長 殿

地方公務員法第 条の 第 項の規定に基づき、次のとおり届出をします。

届出者

ふりがな

氏 名 印

生年月日

年 月 日生

所属 職

要求又は依頼をした再就職者の氏名等

ふりがな

氏 名

要求又は依頼が行われた日時

年 月 日 時

再就職者が勤務する営利企業等の名称 営利企業等における再就職者の地位 役職等

離職時の所属 離職時の職

要求又は依頼の内容

様式第 号 第 条関係

再就職者から依頼等を受けた場合の届出書

年 月 日

福岡県人事委員会委員長 殿

地方公務員法第 条の 第 項の規定に基づき、次のとおり届出をします。

届出者

ふりがな

氏 名 印

生年月日

年 月 日生

所属 職

要求又は依頼をした再就職者の氏名等

ふりがな

氏 名

要求又は依頼が行われた日時

年 月 日 時

再就職者が勤務する営利企業等の名称 営利企業等における再就職者の地位 役職等

離職時の所属 離職時の職

要求又は依頼の内容

２
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様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号 第 条関係

管理又は監督の地位にあった者が再就職した場合の届出書

年 月 日

任 命 権 者 殿

福岡県職員の退職管理に関する条例第 条の規定に基づき、次のとおり届出をします。

届出者

ふりがな

氏 名 印

生年月日

年 月 日生

住所 電話番号

離職時の所属及び職 離職日

年 月 日

再就職の状況

再 就 職 日 年 月 日

再 就 職 先 の 名 称

再 就 職 先 の 住 所

再就職先の業務内容

再就職先における地位

受付年月日

３様式第 号 第 条関係

管理又は監督の地位にあった者が再就職した場合の届出書

年 月 日

任 命 権 者 殿

福岡県職員の退職管理に関する条例第 条の規定に基づき、次のとおり届出をします。

届出者

ふりがな

氏 名 印

生年月日

年 月 日生

住所 電話番号

離職時の所属及び職 離職日

年 月 日

再就職の状況

再 就 職 日 年 月 日

再 就 職 先 の 名 称

再 就 職 先 の 住 所

再就職先の業務内容

再就職先における地位

受付年月日
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
福
岡
県
人
事
委
員
会

規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
」
を
「
障
が
い
者
更
生
相
談
所
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
五
号
中
「精

神
障
害
者

」
を
「精

神
障
が
い
者

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中
「精

神
障
害
者

」
を
「精

神
障
が
い
者

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則　

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
本
文
の
改
正

規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制

定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。　

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　

る
規
則

　

福
岡
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
福
岡
県
人
事
委

員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
二
項
中
「
第
二
号
」
を
削
る
。

　

第
七
条
中
「
別
表
第
二
十
、
別
表
第
二
十
六
及
び
別
表
第
三
十
」
を
「
別
表
第
二
十
か
ら
別
表
第
三�

十
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　

　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
福
岡
県
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
二
号

　
　
　

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
福
岡
県
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条

　
　
　

例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
福
岡
県
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規

則
（
昭
和
六
十
三
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
三
項
第
四
号
中
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
」
を
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
条
の
二
第
四
号
」
を
「
第
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
」
に

、「
特
定
地
方
公
社
等
職
員
」
を
「
特
定
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
等
職
員
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

�

事　

務　

局　
　

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程（
平
成
十
二
年
三
月
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
任
用
課
の
項
第
五
項
第
一
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、「
及
び
警
察
官
の

警
視
の
職
」
を
削
り
、「
警
部
相
当
職
」
の
下
に
「
以
下
の
職
」
を
加
え
、「
以
上
の
職
、」
の
下
に
「
警
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４�

の
２　

第
三
条
第
七
号
及
び
第
四
条
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
免
許
等
を

定
め
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
三
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

９�　

別
表
の
備
考
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、「
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
」
を
定
め
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
四
項
中
「
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手

当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
」
を
「
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す

る
規
則
」
に
改
め
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
五
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
五
項
」
を
「
第
三
条

第
七
項
」
に
改
め
、同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
六
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第

二
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
七
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
二
条
第
十
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
八
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
八
項
を
削
り
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
九
項
第
二
号
中

「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
十
八
項
と
し
、
同
表
給
与
公
平

課
の
項
第
三
十
項
を
第
二
十
九
項
と
す
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
中
第
三
十
一
項
及
び
第
三
十
二
項
を
削
り
、
第
三
十
三
項
を
第
三
十
項

と
し
、
第
三
十
四
項
か
ら
第
三
十
七
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
中
第
三
十
八
項
か
ら
第
四
十
二
項
ま
で
を
削
り
、
第
四
十
三
項
を
第

三
十
五
項
と
し
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
四
十
四
項
第
五
号
中
「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
項
を
第
三
十
六
項
と
し
、
第
四
十
五
項
か
ら
第
四
十
七
項
ま
で
を
八
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、

第
三
十
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

四�

十　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
十
二
条
の
給
料
の
調
整

額
の
経
過
措
置
を
定
め
る
規
則
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
に
基
づ
く

次
の
事
務

　

１��　

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

  
別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
中
第
四
十
八
項
を
第
四
十
一
項
と
し
、
第
四
十
九
項
を
第
四
十
二
項
と

す
る
。

　

別
表
第
二
の
一
の
表
給
与
公
平
課
の
項
第
三
項
第
一
号
を
削
り
、同
項
第
二
号
中
「
第
六
条
」
を
「
第

八
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
す
る
。

　

別
表
第
二
の
一
の
表
給
与
公
平
課
の
項
第
九
項
第
二
号
中
「
聴
聞
等
」
を
「
聴
聞
」
に
改
め
、
同
表

の
一
の
表
給
与
公
平
課
の
項
第
十
一
項
中
「
福
岡
県
人
事
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関

察
官
の
警
視
の
職
及
び
」
を
加
え
、「
警
視
相
当
職
以
上
」
を
「
警
視
相
当
職
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
一
項
第
二
十
二
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
第
十
五
号
イ
」
を
「
第

十
六
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
改
め
、同
項
第
二
十
三
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
第
十
五
号
ロ
」
を
「
第

十
六
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
改
め
、同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
五
項
中
「
第
二
条
第
十
二
号
」
を
「
第

二
条
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
六
項
中
「
第
一
条
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
、

同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
九
項
第
五
号
中
「
第
八
十
八
条
第
七
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
六
項
」
に
改

め
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
十
二
項
中
「
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
申
立
て
に
関
す
る
規
則
」
を
「
福
岡
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及

び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
申
立
て
に
関
す
る
規
則
」
に
改
め
、
同
表
給
与
公
平
課
の

項
第
十
九
項
第
一
号
中
「
児
童
福
祉
法
等
」
を
「
売
春
防
止
法
等
」
に
改
め
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項

第
二
十
項
第
十
三
号
中
「
規
定
に
よ
り
、
殉
職
等
の
場
合
の
昇
格
の
特
例
」
を
「
規
定
に
よ
る
昇
格
の

特
例
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

27�
の
２　

第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
給
料
の
決
定
を
将
来
に
む
か
っ
て
訂
正
す
る
こ
と
を
承
認

す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
一
項
第
十
九
号
中
「
第
十
二
条
の
三
十
一
第
二
項
第
三
号
」
を

「
第
十
二
条
の
三
十
一
第
二
項
第
三
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
号
中
「
第
十
二
条
の

三
十
一
第
二
項
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
」
を
「
第
十
二
条
の
三
十
一
第
二
項
第
四
号
及
び
第
六

号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
一
の
二
号
を
削
り
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
二
項
第
四
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

５�　

別
表
第
二
の
備
考
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
別
表
第
一
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の

額
を
定
め
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
職
を
認
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
職
を
占
め
る
職
員
の
手
当
額

を
別
に
定
め
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
二
の
二
項
を
削
る
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

３�　

第
二
条
第
四
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
職
に
準

ず
る
も
の
を
定
め
る
こ
と
。

　

４�　

第
三
条
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
を
定
め

る
こ
と
。

　

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
三
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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福
岡
県
収
用
委
員
会
訓
令
第
一
号

　

福
岡
県
収
用
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
収
用
委
員
会　
　

　
　
　

福
岡
県
収
用
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

　

福
岡
県
収
用
委
員
会
認
証
局
利
用
規
程
（
平
成
十
四
年
十
月
福
岡
県
収
用
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
は
、

廃
止
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

す
る
規
則
」
を
「
福
岡
県
人
事
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
手
続
に
関
す
る
規
則
」
に
改

め
、
同
表
の
一
の
表
給
与
公
平
課
の
項
第
十
二
項
中
「
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
申
立
て
に
関
す
る
規
則
」
を
「
福
岡
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校

歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
申
立
て
に
関
す
る
規
則
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
の
一
の
表
給
与
公
平
課
の
項
中
第
十
五
項
を
削
り
、
第
十
六
項
を
第
十
五
項
と
し
、
第

十
七
項
を
第
十
六
項
と
す
る
。

　

別
表
第
二
の
三
の
表
任
用
課
の
項
第
一
項
中
「
、児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）

を
「
法
」」
を
削
り
、
同
項
第
七
号
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
三
項
第

三
号
、
第
四
号
、
第
四
号
の
二
及
び
第
九
号
、
同
表
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
九
項
第
二
号
、
同
表
給

与
公
平
課
の
項
第
四
十
項
並
び
に
別
表
第
二
の
三
の
表
任
用
課
の
項
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成

二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事　

務　

局

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

�

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職

　
　
　

員
対
応
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

（
平
成
二
十
八
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
。

　

本
則
中
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
」
を
「
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

収
用
委
員
会




